









一方，歳出総額は 89 兆 6,915 億円で，これも前年度微
増である．性質別経費でみると，義務的経費，中でも人
件費は各自治体の行政改革の努力によりスリムになり，



























予算案では，一般会計総額が 493 億 4,000 万円であるが，
市税収が約 277 億 9,800 万円でここ数年大幅に落ち込ん
でいる．財源不足を補うため，市は臨時財政対策債８億
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3,773 億円と見込み，市税が長引く不況で 421 億円にと
どまっている．景気低迷で市税の減収は著しく，人件費
削減などで対応しているが，市債残高は過去最大の１兆


















































がのしかかっている．これは，2025 年に 65 歳以上人口
が 30％を超えるとともに，戦後団塊世代が 75 歳以上高
齢者に達することを指す．現在約７兆円の介護費用は，










全国の被保護実人員は 195 万 1,200 人，被保護世帯 140

































































































































































































































































































































































































































































































































































































ⅱ 多摩地区 30 市町村において，2010 年 11 月現在，生活保
護の受給者は約６万 6,600 人と，2008 年のリーマン・ショッ
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